













































































答 可 ご 申 付 候 、右之通町触申付候問、諸家蔵板之儀も右ニ准し 其以前当人より学問所江草稿差出、任こ 図二彫刻出来之上 一部つ
L
学問



































































版統制の機構が打出されたが、学問所では特に専門知識 必要とする部門については、その専門機関に 務を分掌した 意向 示
（9
〉






















































































































































天文暦数医術者、蛮夷之書とても専ら御採用相成、既ニ官医－一も蘭科専門之者も御座候」と 蘭学の盛行を好ましくは思っていないが、 学・暦・医学等の自然科学関係の部門の実力と官学への設用の実績を認め、「蘭科一一而治駁有レ 候薬方 漢土之医術一一者有用之書－一も有レ之間敷候得共、商科専 之者－一おいて者惣而有意之書－一可レ有レ之も難レ斗」と漢蘭両者に相違があることを述べ、「只漢土之医学廃れ可レ申との懸念 或ハ医家有用之書－一無レ之とも、見込を以彫刻差止候者、一己之学不レ取ニ市、巳偏僻住如何－一も狭隆之論－一奔リ」と医学館の態度を非難し、このようなやり方は「広く医術精詣 者出来候様、厚く御世話被レ在候御趣意ニも振可 申」と幕府の方針に反することを指摘し、本件の解決策として「専門之者ニハ候得共 安良申候趣を以 治定難仕候問、是迄学問所ニおいて書籍改 振合も可 有レ之 問、一応同所御儒者存寄御尋御座候様仕度」として 問所の儒官に検聞を求めた理由を説明している。老中宛の上書でも両所の交渉経過を述べ、医学館の態度を非難
した後に、この状態が長引けば「右様改方偏屈相成候而者、追々改請候者も自ら、伸却而御制禁可こ相成一書籍 類も窃 一相行
七 六





























































































































































































































































































































幕府が蘭学を弾圧した形 なったが 幕閣が当初からそ を意途して行ったものではなく、医書は医学館で
k
いう安易な形式主義
で行った施策が、医学館 思わぬ強硬で執助な妨害から、予 せぬ結果を生んでしまったものといえよう。
であるから、同じ幕府内でこ 事態を解決し、円滑に蘭方医
書
を出版させようとする努力が、絶えず続けられていたのである。〔 注 〕
（1
）天保十二年十二月十三日仲間株札ハ勿論此外共都而問屋仲間井組合杯と明候儀不相成旨十組問屋共江申渡書徳川禁令考前集第五十五章所収
（2
〉国立国会図書館所蔵旧幕府引継文書、市中取締類集書籍錦絵之部の整理番号七七（以下類集を略称し昏止すのみ記載 ）
（3
〉天保十三年十月暦出板令徳川幕府時代書籍考七五丁牧野善兵衛編東京書籍商組合刊大正元
（4
）徳川禁令考前集第五十五章享保七寅年十一月新板書物之儀ニ付町触天保十三寅年六月十目。
第五編
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（5
）徳川幕府時代書籍考第五編七四丁
（6
〉徳川禁令考前集第五十五章文政四己年四月
（7
）文化八年新撰洋学年表大槻如電編
（8
）類集八一天保十五辰年蘭科医書彫刻之儀ニ付奉伺書付
（9
）徳川幕府時代書籍考第五編七四丁
（叩）徳川禁令考前集（日〉注刊と同じ（ロ）類集八十（日）注
9
参照
（M
〉日本医学史四三九頁富士川説著日新書院昭和十九
（日）注
2
参照
（日）類集七八（口）徳富氏同書刊行会刊三
O
八頁
佐藤氏岩波一二九頁
（日）類集七八（山口）水野越前守天保十四年間九月、鳥居甲斐守弘化元年九月に退官
（却）類集八開（幻）類集八四（
辺）注叩参照
（お）類集では医療
正始十一
二l
十
五
、十
六
！十八を二部と扱い
四書名で主部としている。
（
弘）蘭学のころ緒方
富雄著緒
方洪庵「扶氏
経験遺
訓」の
出版ーその成立と経過
l
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